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活動内容の追加コメント

トイレ掃除では1時間をかけ、キレイに床を磨き、
お客様に気持ちよくご利用してもらう。

「作業場所や手順の把握をもう少ししっかりしてほしい」
「同じ内容を何度も説明する場面があったため、事前の共有を徹底してほしい」

活動後に当日の作業内容・場所・手順の確認の報告を行い、職員の間で情報を共有した上で参加するよう改善していきます。

◆ 課題点 :

実践的な就労訓練の機会となり、企業に
とっては地域貢献と人材理解の促進となった。

実際の企業環境で作業することで、働く意識や
緊張感、責任感が養われた。

店舗スタッフとの会話にうまく対応できない
場面があった。

◆ 実施した結果 :

◆ 得られた成果 :

地域の人やお店の方が「障がいがあっても
一生けんめいに働いている姿」を見ることが
できました。そのことで、障がいのある人への
理解やあたたかい気持ちが広がりました。

活動中の挨拶や会話を通じて、地域住民や
お客様との自然なコミュニケーションの場が
生まれました。

◆ 地域活動のねらい :

◆
地域にとっての
メリット

令和7

◆
実施した生産活動・
施設外就労の概要

活動場所

実施日程

活動の様子の写真・成果物の写真

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 みかん

住 所 愛知県名古屋市中村区中島町1-29-1クレア21ビル101

2310101635

連携先企業名 建デポ 中村店 担当者名 島田 俊太

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

市橋 香

令和7年度電話番号 052-433-5503

連携先の企業等の意見または評価

利用者数

:

建デポ 中村店

令和7年4月1日～令和8年1月31日

品出し・清掃

3名

◆
対象者にとっての
メリット

:

:

地域社会との交流を通じて、障がい者の
社会参加促進および地域理解の向上を図る。

様式１


